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情報教育と国語教育の連携を考える
ARTICLE

情報教育と国語教育との目標の重なり

　情報教育と国語教育は，図 -1に示すように一部重

なった目標を持つ．目標が重なるということは，教

育内容も重なる可能性や，同じ目標に対して異なる

側面からアプローチする可能性がある．本稿では，

両者がどのように重なっているかを検討し，その重

なり部分に対して情報教育と国語教育の間でどのよ

うな連携が考えられるかを考察する．ただし，

（1）ここで言う「情報教育」は「情報処理教育」よりも広

い概念である．両者の関係については後に述べる．

（2）国語教育には，小中高校だけでなく，大学にお

いて「日本語表現」などの科目名で開講されてい

る日本人に対する日本語教育を含む．

　では，まず情報教育と国語教育の重なりを巨視的

に見てみよう．現行の学習指導要領小学校国語の目

標は次のように規定されている．

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，

伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力及

び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語

を尊重する態度を育てる．

中学校国語の目標もほぼ同じ記述である．

　かつては国語の目標は文学鑑賞と日本語の基本運

用能力に重点が置かれていた．左下前述の学習指導

要領の目標を見て分かるとおり，現在は表現・理解・

伝達というコミュニケーションの基本能力の育成に

もかなり重きを置くようになっている．これは，現

行の 1つ前（2002 年度から実施）の学習指導要領か

ら顕著である．実際，国語において高いシェアを占

める光村図書の教科書では，特に小学校でコミュニ

ケーションにかかわる活動に多くの授業時間を当て

ている☆1．話し合う，調べて報告する，考えをまと

めて書いたり発表したりする，など．

　もちろん，国語教育における表現・理解・伝達とは，

主に日本語を用いてのという限定がある．一方，情

報教育において扱われるコミュニケーション能力は，

あらゆる情報の表現・理解・伝達に開かれたもので

ある．しかし，我々のコミュニケーションの大きな

割合は言語すなわち日本語を介して行われる．した

がって，国語教育と情報教育とはコミュニケーショ

ン能力の育成という分野で目標をほとんど共有して

いることになる．両者の連携が必須であるゆえんで

ある．

1 つの事例

　情報教育と国語教育の重なりを示す良い例が，中

学校の国語の中で，優れた単元学習を永年続けたこ

☆1	 http://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_kokugo/tangen/
index.html/
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図 -1　情報教育と国語教育の目標の重なり
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各面で，図 -2に示す多様な能力を総合的に伸ばす

必要がある．これらの能力は ICT によって支援さ

れる場合もあれば，人手によったり，ICT 以前の

情報を「扱う」能力が重要となったりする場合もある．

　言語，日本人にとって日本語は，情報の中で大き

な割合と役割を占める．したがって，日本語で表さ

れた情報に対する上に挙げたさまざまな能力は，日

本語を「話す」「聞く」「読む」「書く」能力と大きな

共通部分を持つ．さらにはその背後にある「言語を

用いて考える」能力とも．これら 5つの能力の育成

は国語教育の目的にほかならない．

　豊福晋平は，ICT を単なる一斉授業のための補

助的道具でなく，学習者主導の知的生産能力の育成

に活用する方向を提示している 1)．情報教育を，こ

のような知的生産能力の育成のレベルで考えるなら

ば，国語教育との重なりはさらに大きくなる．

国語教育の側からの考察

　筆者は，やや総花的な表現である学習指導要領国

語の目標をより具体的に解釈し，国語教育が大きく

次の 3分野に分けられると考えている．

（1） 文学作品の鑑賞および創作

（2）日本語という言語の理解およびその基本的運用

能力

（3）コミュニケーションの手段および思考力の基礎と

しての日本語能力

　人と人との間のコミュニケーションには，情緒

的・感情的側面も含まれるが，それは強引に（1）に

含めるとして，（3）でのコミュニケーションは，「事

とで有名な大村はまの授業の1つにある☆2．この授

業で大村は表 -1の左欄に示す作業を生徒に行わせ

た．この作業によって，生徒一人ひとりが私家版の

辞書の 1項目を作ったことになる．

　この授業実践は情報教育と見ても通用すると，筆

者は考える．表 -1 の右欄には，作業（2），（3）を情

報教育として見た内容を示す．

　この授業は典型的な一例に過ぎないが，情報教育

とも国語教育とも捉えることができる授業実践は多

くあるだろう．以下では，この重なりへのアプロー

チを両方の側から検討した上で，両者の連携の在り

方を考える．

情報教育の側からの考察

　ICT（情報通信技術）を駆使した情報処理能力の

育成という意味での情報処理教育は，情報教育の一

部分でしかないというのが筆者の考えである．人が

情報を「扱う」ためには，情報の入力・処理・出力の

☆2	 大村はま・苅谷剛彦・苅谷夏子：教えることの復権，ちくま新書，
p.038，(2003)	

図 -2　情報を「扱う」ために必要な能力
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▪情報収集力
▪情報選択力
▪情報批判力
▪情報理解力

▪情報生成力
▪情報伝達力

情報の処理
▪（狭義の）情報処理力
▪情報整理力

表 -1　大村はまの授業とその情報教育としての見方

授業での作業 情報教育としての見方

（1）
１学年の国語教科書丸１冊の中から「ことば」と
いう単語の用例をすべて 1枚ずつ別のカードに抜
書きする

─

（2）
「ことば」という単語の使われ方や意味が同じもの
を集めて，分類したカードの山を作る

KJ 法の一段階
差異とか，それに基づく分類とかの概念をおぼろ
げながら得る

（3）
カードの山のそれぞれに，それらのカードに共通
する意味をニックネームとして付ける

情報の超要約作業
適切な見出し・ファイル名・フォルダ名・メール
の件名を付ける作業と共通する



情報処理 Vol.56 No.7 July 2015690

-【解説】情報教育と国語教育の連携を考える-

るが，ブレインストーミング，ディベート，共同作

業による 1つの文書の作成など．こういう活動の

中で，いかに ICTを活用するかという点について，

情報教育の側から助言ができるとよい．

　他面では，情報教育と国語教育との間の役割分担

や補い合いも考えなければならない．インターネッ

トとスマートフォンの普及によって，小中高生の言

語環境が激変していることにも留意する必要がある．

　橋元良明は，各種メディアの利用時間の経年変化

データから，若者の文字離れは起こっておらず，テ

キスト系情報行動の時間はむしろ長くなっていると

言う 3)．しかし，その内容が短文化された単純な文

章のほうへ移行していることは，客観的データはな

いものの，事実であろう．ソーシャル・メディアに

おける短文中心のテキストと，社会において必要と

されるある程度まとまった文章との傾向の違いを

表 -3にまとめた．このような違いの理解に立って，

まとまった論理的な文章の読み書きが教えられる必

要がある．

　この状況を背景に，日本語文章を読む技術につい

ては，速読と熟読の双方を訓練しなければならない．

速読，すなわち日本語で書かれた膨大な記述の中か

ら自分にとって必要な情報を素早く見出しつかみと

るには，情報スキャニング・情報スキミングの技術

が役立つ．他方，熟読の機会が減っていることにつ

いて，Patricia M. Greenfield は文献 4）の結論で次

実と意見」に代表される，論理的な情報伝達に限る

ものとする．言わば思考力に裏打ちされたコミュニ

ケーション能力である．

　情報教育との重なりが生じるのは，（3）において

である．つまり，（3）におけるコミュニケーション

とは「情報の伝達」であり，その前提として発信者の

「情報表現」の能力・技術と，受信者の「情報理解」の

能力・技術も同時に問われるからである．

　情報表現としての日本語技術に関して，野田尚史

は話し方と書き方のリテラシーを表 -2に示すよう

に分類した 2)．その上で，日本における日本語リテ

ラシー教育は，1と 2に偏っていて，3と 4が弱い

と論じている．筆者はこの意見に賛成である．

情報教育と国語教育の連携の在り方

　では，情報教育と国語教育との間でどのような連

携が考えられるだろうか．

　1つには，国語教育の中で，（3）のコミュニケー

ションの手段としての日本語能力の育成にかかわる

単元の目的や内容を，情報教育の立場から考えたり

援助したりすることであろう．逆に，情報教育の中

で日本語を扱う題材を国語教育の立場から検討して

助言をもらうのもよい．具体例は後に述べる． 

　また，集団で 1つの成果物を作るという授業体験

も望ましい．どの教科の中で行うかという問題はあ

表 -2　野田尚史による日本語能力の分類

1．基礎的な言語能力

2．「型」に合わせる能力

3．情報をうまく伝える能力
3a．伝える内容を選ぶ能力

3b．伝える表現を選ぶ能力

4．情報機器を使う能力

表 -3　ソーシャル・メディアでのテキストとまとまった文章との傾向の違い

ソーシャル・メディアでのテキスト まとまった文章

コミュニケーション自体が目的（自己完結的コミュ
ニケーション）のことが多い

何らかの用件でのコミュニケーション（道具的コ
ミュニケーション）

短く，内容も単純 目的を達成するだけの長さ，内容

感覚的・感情的 説明的・論理的

相手からの頻繁なフィードバック フィードバックがあるとは限らない

文脈共有・文脈依存性が高い 文脈共有・文脈依存性が低い
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•• 会議やイベントの案内文，簡単な報告書，提案書，

依頼文などの不十分な例を示し，抜け落ちている

情報（表 -2 の 3a）やあいまいな点（表 -2 の 3b）を

指摘させる．

•• プレゼンテーションを行わせた後，それを（説明

用のメモではなく）1つの独立した文書として文

章化させる．それによって次の 2点を考えさせる．

（1） 視聴覚を用いた提示と文字だけ（図表の挿入は

可）による提示との違い

（2） 受け手がその場に居る場合（同期的）と，受け手

がその場に居ない場合（非同期的）とのコミュニ

ケーションの違い

　情報教育と国語教育の重なりの核心には，「情報

の整理の仕方・まとめ方」があると筆者は思う．こ

れが ICT の進歩や社会の進展に伴って変化するこ

とにも注意すべきである．
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のように述べている．

テレビ，ビデオ・ゲーム，インターネットが持つ

視覚的特性によって視覚的な知性がかなり発達す

るかもしれない．しかし，その代償として，深い

レベルでの処理，すなわち，注意深い知識獲得，

帰納的な分析，批判的思考，想像力，熟考が失わ

れるように思われる（筆者訳）．

　Maryanne Wolf と Mirit Barzillai は，オンライン

で熟読を行う学習機会を多くすべきだと提案してい

る 5)．そのための教材の開発は，情報教育者と国語

教育者が共同で取り組むべき課題である．

　書くことについても，日ごろLINE，Twitter な

どで書いているその場限りの短文ではない，ある程

度まとまった論理的な文章を書く機会をたくさん設

けるべきである．

　その種の文章の書き方を教えるのが難しい理由

の 1つは，文章を書くためには一度に並行してい

くつもの作業をしなければならないからである．向

後千春は，その対策として，こうした複数の作業を

分割して取り組んでいくという戦略をとることを勧

め，具体案を示している 6)．このような作業の中で，

ワープロソフトのアウトライン機能やMind Map，

文章チェック・ソフトのようなツールの活用が考え

られる．また，それらの背後にある情報科学的な考

え方（たとえば階層化，構造化）も参考になるだろう．

　さらに，次のような試みも検討されてよい．

•• メールの本文を与えて，適切な件名を付けさせる

（超要約作業の実習）．


